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「提案先」（以下枠内に 50 字以内で記載のこと。枠の大きさや位置等の変更は禁止） 

「提案の要旨」（以下枠内に 400 字以内で記載のこと。枠の大きさや位置等の変更は禁止） 

■【自社】Mission＆Product summary（添付資料 1 参照） 

当社は「調和組織構造」の製造ノウハウを技術（以下、

本技術）として有しており、本技術を用いて強化処理を

施した金属粉末を粉末冶金により加工した金属は「強度」

と「延性」を共に向上することができる。現状の課題は

製造コストが高いこと、小ロットでしか製造できないこ

と、加工方法が粉末冶金に限定されることであるが本技

術が実現する中軽量化、素材のロスの少なさは、次世代

のサスティナブルな社会に貢献する有望な技術である。 

■【外部環境】金属粉末業界/KSF（添付資料 2 参照） 

素材メーカーとしてコモディティ化による価格競争に陥

らないためには①希少性・機能性等の高い加工技術を保

有し、②他社の追随を想定した事業展開により模倣困難

な競争環境を維持することが重要となる。その為の具体

的な施策としては顧客メーカーとの密接な協業や外部環

境の変化に対応する柔軟なバリューチェーン（VC）構

築、そして材料価格の高騰や顧客市場の需要変動の影響

を最小限にすることが重要である。よって素材メーカー

としてのKSFは①高機能性、②顧客メーカーとの密接な

協業および柔軟な VC 戦略、③川上（素材）および川下

（最終顧客市場）を分散させたポートフォリオという３

つが挙げられる。 

■【外部環境】自社のコア技術・便益（添付資料 3 参照） 

世界の粉末冶金市場は 2020 年時点で 275 億ドルである

が、今後継続した成長が見込まれており、2025 年には

400 億ドルを超えると予想されている。また、前述の技

術革新により粉末冶金市場がさらに拡大することが期待

されている。 

■【全体戦略】事業計画/市場/VC（添付資料 4-6 参照） 

短期戦略では当社の中長期戦略へ活かせる素材開発が可

能な市場として産業用ロボット市場を選定し、ナブテス

コ（株）（以下 N 社）との戦略的パートナーシップによ

り素材メーカーとして素材ポートフォリオを拡大する。

中期戦略ではより早く継続的に最終顧客市場からのバッ

クキャスティングを実現するため「3D プリンターによ

る量産化」技術を活用し、調和組織構造で生成された金

属粉末を焼結・成形する部品メーカーとして金型・工具

市場へ参入する。長期戦略ではマルチマテリアル化によ

る強化素材を 3D プリンターにより量産化対応させ、日

本のあらゆる製造業に必要不可欠な調和組織構造のレイ

ヤーマスターとなり、本技術を核としながら日本の製造

業のパワーを復活させる企業になることを目指し、更な

る市場の拡大を目指す。 

■【短期戦略】施策概要と売上目標（添付資料 7 参照） 

熟練労働者の不足が各種産業のオートメーション化を牽

引しており、産業用ロボット市場の 2025 年度の市場規

模は730億米ドル（CAGR10.4%）に達するものと予測さ

れている。中でも製造業に不可欠な多関節ロボット(ロ

ボットアーム)において関節部に含まれる減速機は精密

な作業を支えるキーパーツであり耐衝撃性と長寿命性が

求められており、当社は N社と共同で減速機に利用され

る「NiCrMo 鋼」の強化素材を共同開発し提供する。さ

らに N 社との戦略パートナーの第二段階として、N 社が

保有するパイプラインのうち油圧機器/商用車市場への

素材供給を目指す。油圧機器であるパワーショベル走行

ユニットには産業用ロボットと同じ減速機が使われてお

り、商用車のトラックウェッジブレーキチャンパーには

「アルミ」の需要があり強化素材として開発し提供する。

既存の取引企業（チタン、チタン合金）および N社との

戦略パートナーにより開発された「強化 NiCrMo 鋼」

「強化アルミ」の販売により 2023 年度に年間 13 億円、

営業利益 4 億円の売り上げを見込む。 

当社は Mssion「調和組織構造で、製造業の”不可能”を”可能”に変革し、次世代のサスティナブルな社会に貢献す
る」を掲げ、短期戦略としてロボット関節用途精密減速機で世界シェア 60%のナブテスコ社と戦略的パートナ
ーを締結し、新たな強化素材の開発と最終顧客市場の拡大を進め 2023 年度の売上高 12 億円を達成する。その後
は 3D プリンターによる量産化技術を活かして部品メーカーとして金型・工具市場へ参入し、顧客の製品使用時
データを収集し、開発への転用と顧客への提供価値増加のサイクルを創出する。長期戦略としては日本のあらゆ
る製造業に必要不可欠な調和組織構造のレイヤーマスターとなり、調和組織構造を核としながら日本の製造業の
パワーを復活させる企業になることを目指す。これらを実現するために当社は 5 年後の 2026 年中に IPO を達成
し、10 年後の 2030 年度には売上高 100 億円、営業利益 18 億円を達成する。 

ベンチャーキャピタル E 社 
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■【短期戦略】具体的施策（添付資料 8-11 参照） 

短期戦略においては他社とのアライアンスを最大限に活

用することで素材開発に関するコストを抑えることを最

優先する。具体的には産業用ロボット関節用途精密減速

機で世界シェア 60%を占める N社と戦略的パートナーシ

ップ結ぶ。N 社からは開発に必要な研究及び機材の調達

費として、2021年 12月に 1,500万円の出資を予定してい

る。共同研究という形態となり利用には制限がつくが、

共同開発した強化素材を異なる市場へ展開する点につい

ては何ら影響を与えるものではない。このため N社との

戦略的パートナーシップは当社の素材開発を迅速に進め

る戦略として有効であると考える。 

■【中期戦略】施策概要と売上目標（添付資料 9 参照） 

日本は金型産業に強く市場は裾野が広いとの理由から

2030年度の3Dプリンター造形部品市場は8,000億円（全

体金属製品市場は8兆円）と予想されており、当社は3D

プリンターによる量産化技術を活用し、部品メーカーと

して金型・工具市場へ参入する。具体的には N社と開発

した「強化 NiCrMo 鋼」を 3D プリンターにより自社で

製造し販売することにより、顧客の金型・工具使用時デ

ータを収集し、開発への転用と顧客へ提供価値増加のサ

イクルを創出する。部品メーカーとして 2025 年度に売

上高 2 億円を見込む。 

■【中期戦略】具体的施策（添付資料 10-13 参照） 

部品メーカーとして金型・工具市場に参入するにあたり、 

2026 年に大阪府東大阪市に 2 億円で量産化に対応する

3D プリンター工場を設立する。この時点で当社の「表

面強化粉末を 3D プリンターによる量産化する技術」は

高い競争力を有するため、営業部隊による顧客の製品使

用時データを収集し、開発への転用と顧客へ提供価値増

加のサイクルを創出する。また、2022年 3月に素材販売

部門と製造管理部門を立ち上げ、R＆D 部門と連携しな

がら専門人材の育成を進める。 

■【中期戦略】事業ポートフォリオ（添付資料 14 参照） 

短期戦略では N社と築いた素材・市場のポートフォリオ

をベースに、強化素材の量産を可能にすると同時に、開

発素材を元に既存販路の深耕や新規販路の開拓すること

で売上を拡大する。 中期戦略では 3D プリンター製造に

よる部品メーカーとして市場を拡大し、自社内での正確

なバックキャスティングサイクルを R＆D に活かすこと

で、競争力のある製造ノウハウを構築しつつ、長期戦略

への更なる飛躍に向けたノウハウを構築する。 

■【長期戦略】10 年後の価値（添付資料 15 参照） 

長期戦略は①素材メーカーとして、②部品メーカーとし

て、③調和組織構造のレイヤーマスターとしての 3 つの

主力事業により成長を実現する。 

（①素材メーカーとして）これまで開発してきた強化素

材を粉末冶金などで焼結・生成する企業へ販売する事業

を引き続き成長させる。 

（②部品メーカーとして）マルチマテリアル化した強化

素材を 3D プリンターにより量産化/大型化対応させ、こ

れまで粉末冶金技術ではアプローチできなかった市場へ

参入する。（例：自動車・航空宇宙産業） 

（③調和組織構造のレイヤーマスターとして）「表面強

化粉末を 3D プリンターによる量産化する技術」を進化

させ、他社からの請負により強化素材の生成・形成する

日本の製造業における VC 上のレイヤーマスターとなり、 

素材技術と製造技術の専門人材を育成し、日本の製造業

のパワーを復活させる企業になることを目指す。 

■【資産計画】獲得すべき資産（添付資料 16 参照） 

戦略パートナーN 社から開発に必要な研究及び機材の調

達費として、2021年 12月に 1,500万円の出資を予定して

いる。その後、2022年 2月に大阪府企業立地促進補助金

から 2億円および 2022年 8月にベンチャーキャピタル E

社から 2 億円（シリーズ A）の出資を活用し、2023 年 1

月の本社移転と 2023 年 2 月の 3D プリンター自社工場建

設を実現する。2025 年 1 月に本社を梅田に移転（R＆D

部門は東大阪市に残す）し、2026年中に IPOを達成後、

そこで得た資金を活用し顧客市場を世界へ広げていく。 

■【計数計画】売上/想定株価（添付資料 17-8 参照） 

上記施策により 5 年後の 2025 年度の総売上高は 19 億円、

営業利益は-0.6 億円となり、2027 年の IPO を達成後の

2030 年度の売上高は 100 億円、営業利益で 18 億円を達

成する見込みである。 
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外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略

株式会社Harmonic Powerが目指すこと

1

【はじめに】当社が目指すこと
添付資料１

調和組織構造*の力で、製造業の”不可能”を”可能”に変革し、次世代のサステナブルな社会に貢献する

【主導】 調和組織構造により、「高機能素材の提供」と「環境負荷の軽減」の両立を主導する

【変革】 他社との積極的な協業で、バリューチェーン全体のイノベーションを加速する

【創出】 素材業界の常識を打破し、製造業に新たな価値を創出する

調和組織構造粉末の販売だけで、年商12億円超
∟ﾛﾎﾞｯﾄｱｰﾑ減速機向け強化ｸﾛﾑﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ鋼3.4億円
∟ﾜｰｼｮﾍﾞﾙ用減速機向け強化ｸﾛﾑﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ鋼4.7億円

Year 

3

浪速大学田中研究室との産学連携開発により、
強化金属粉末とその成型の量産技術を世界最速実装

Year 

4

調和組織構造と3Dプリンターによる量産技術の強みを
活かした総合力で売上100億円

Year 

10

*調和組織構造については3ページにて詳細を記述

＜市場へのインパクト～素材から産業の中核へ～＞

Mission

Vision

＜当社が獲得する競争優位性＞

世界初の
調和組織構造技術

川上・川下における
分散ポートフォリオ

構築

最終顧客を捉える
バリューチェーン戦略

全体戦略 外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略

2

【外部環境】金属粉末業界およびKSFについて
添付資料２

金属粉末加工メーカーは価格変動による不確実性の高い川上と、部品や最終製品を生産する交渉力の強いメーカー川下に
挟まれている業界であり、市場においてコモディティ化による価格競争に陥らないためには①現時点で希少性・機能性等の高い
付加価値を実現しつつ、②他社の追随を想定した事業展開により模倣困難な競争環境を維持することが重要となる。

採掘・精製 強化処理 成型・焼結 部品加工 最終製品

川上 川中 川下

労働集約型 資本集約型

〈粉末冶金市場におけるインダストリアルバリューチェーン〉

主な金属価格の推移 主な顧客市場

金属粉末業界のKSF
①R&Dを磨き競争優位性の高い製品を生み出し続ける
②顧客メーカーとの密接な協業および柔軟なバリューチェーン構築により最終顧客市場のバックキャスティング
③川上（素材仕入れ）および川下（最終製品市場）を分散させた事業ポートフォリオの構築

（2010年を100とした価格変動推移） （単位:百万USドル）
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最終顧客市場によって規模や成⾧率は異なる
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世界の粉末冶金市場

3

【外部環境】粉末冶金業界と自社のコア技術・便益
世界の粉末冶金市場は今後継続した成⾧が見込まれており、2025年には400億ドルを超えると予想されている。近年では3Dプ
リンターによる量産化やマルチマテリアル化の実現が見込まれており、粉末冶金市場がさらに拡大することが期待されている。

2019 2020 2025CAGR2020-2025

鉄 20,147 16,465 24,397 8.2%

鉄鋼 8,224 6,390 9,258 7.7%

アルミニウム 2,996 2,148 3,121 7.8%

銅 1,938 1,437 1,993 6.8%

タングステン 1,038 710 1,039 7.9%

その他 668 436 667 7.6%

35,012 27,586 40,476 8.0%

世界の金属3Dプリンター市場
造形装置 金属粉末材料 造形品

2017年 1,223億円 110億円 -

2030年（予測） 6,500億円 5,000～6,500億円 約2兆円

金
属
積
層
造
形
プ
ロ
セ
ス

に
よ
る
市
場
規
模

部品単価

金額:3Dプリンター造形部品市場（）内は各分野の全体金属製品市場規模

補修部品

金型工具 医療

航空・宇宙

発電

ロボット

8,000億円（約8兆円） （インプラント等）5,600億円（約5.9兆円）

（エンジン部品等）1,100億円（約5.7兆円）

（タービン部品等）200億円（約24兆円）
（自動車・航空機・建材部品等）210億円（約4兆円）

（アクチュエーター）1,000億円（約1.9兆円）

2030年市場予想規模

（単位:百万USドル）

「調和組織構造」技術の特徴
「調和組織構造」を用いて強化処理を施した金属粉末を、粉末冶金により加工した金属は「強度」と「延性」を共に向上すること
が可能で、様々な金属や合金に応用が可能であり、元となる金属の物性を維持できるのも特徴である。
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【全体戦略】事業ロードマップ
添付資料４

提供素材の拡大

部品メーカーへの進化

素材・部品のレイヤーマスターへ

短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略

“No.1調和組織部品メーカー”

“世界初の調和組織素材メーカー”

“日本の製造業の未来を拓く
素材・部品の戦略パートナー”

4つの原料・5つの市場に参入

《Mission》
調和組織構造の力で、
製造業の”不可能”を”可能”に変革し、
次世代のサステナブルな社会に貢献する

ナブテスコとの戦略的提携

● ●● ● ● ● ● ● ●● ●
[21年度]2022/7末 [23年度] 2024/7末 [25年度] 2027/7末

ー業績目標ー
■2027年 東証グロース市場上場
■2030年 売上 100億円

営業利益 18億円
当期純利益 12.5億円

強化素材の本格商用化に着手

強化素材の量産と3Dプリンターによる成型で
バリューチェーンを下り、事業成⾧を加速。

営業部隊による自社販路確立

強化素材の量産体制構築

3Dプリンター成型の量産を実現

素材・生産における革新技術の
プロ集団の形成

素材マルチマテリアル化の実現

積層マルチマテリアル化の実現

素材技術と生産技術の両面で革新的な
ノウハウを持つ唯一無二の専門集団となる。
素材調達から部品製造までの過程で
顧客企業のバリューチェーンを変革する。

製造業におけるSociety5.0を
推進し、より良い社会に

貢献する

ナブテスコ
共同開発費

1500万円
IPO

資
金
調
達

[25年度] 2026/7末 [30年度] 2031/7末

〈5年後売上高〉
19億円

〈10年後売上高〉
100億円

〈3年後売上高〉
13億円

全体戦略

シリーズA資金調達
大阪府補助金
合計2億円調達

売
上
予
測

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略 添付資料５

【全体戦略】市場・顧客の選定

短期 中期 ⾧期
✔2年以内に収益化可能
✔部品メーカーと協業し自社では製造しない
✔一つの協業関係の中で
素材ポートフォリオを横展開
✔加工技術は粉末冶金が前提

✔3～5年で収益化可能
✔自社で3Dプリンターによる製造体制を持つ
✔3Dプリンターにより粉末冶金以外の製造
方法を確立する
✔最終市場のポートフォリオを広げる
✔⾧期へのシナジー効果を目論み、
マルチマテリアル化の需要がある市場を選ぶ

✔中期で培った製造体制を生かす
✔非金属をラインアップに加えることで
マルチマテリアル化に対応
✔素材・最終製品ともに一層ポートフォリオを広げ
日本のあらゆる製造業に必要不可欠な
調和組織構造のレイヤーマスターになる

①市場規模と成⾧性
②粉末冶金・調和組織構造の強み
が生かされるか

③最終顧客のニーズとの整合性
④市場参入のしやすさ
⑤収益化の速さ

①金属積層造形・金属部品全体の市場規模
②調和組織構造の強みが生かされるか
③既存素材を転用できるか
④マルチマテリアルの潜在ニーズはあるか
⑤市場の参入しやすさ
⑥収益性の速さ
⑦協業先とポートフォリオが被らないか

粉末冶金製品 金属積層造形製品 マルチマテリアル製品

①マルチマテリアル化のニーズがあるか

重
点

評
価
軸

評
価

対象

ロボットアーム市場 金型工具市場 あらゆるマルチマテリアルへ 5

① ② ③ ④ ⑤
ロボッ ト アーム ◎ ◎ ○ ◎ ◎
義足 △ ◎ ◎ ◎ △
人工関節 △ ◎ ◎ ○ △
ステント △ ◎ △ ○ △
インプラント △ ◎ ◎ ○ △
航空エンジン ○ △ ○ △ X
航空部品 ○ ○ ◎ △ X
ドローン ◎ ◎ ◎ △ ◎
アウトドア ○ ◎ ○ △ ◎
エコ製品 X ○ △ X ◎

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
⾦型・ ⼯具 ◎ ◎ X ◎ ○ ○ ○
航空エンジン ○ ◎ ○ ◎ △ X ○
発電タービン △ ◎ △ X △ ○ ○
医療(歯/骨/関節) ○ ◎ △ ◎ △ X ○
自動車(吸気/冷却) X ◎ ◎ ◎ △ ○ ○
補修(航空/建機) X ◎ X ◎ ○ X ○
電子 X X X ◎ ○ ○ ○
ロボット X

金型工具 マルチマテリアル化

・
・
・

マルチマテリアル化

新
製
品
展
開

全体戦略

→短期・中期で実現した製品に加え
マルチマテリアル化が可能となるため
より広範な産業に対してアプロ―チが
可能となる。

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略
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【全体戦略】バリューチェーン戦略
添付資料６

【全体戦略】バリューチェーン戦略

金属粉末業界のKSFに基づき、当社では戦略的にバリューチェーンを構築していく。短期では協業先であるナブテスコと卸を介さず取引する。部品設
計・製造能力を借りながら、当社はナブテスコ経由で得た顧客ニーズをバックキャスティングし、強化素材のラインナップ拡充に努める。中期では、自
社に設計・製造能力を蓄えることで、より直接的に正確な顧客ニーズをとらえ、それを反映した素材-部品の提供サイクルを構築する。⾧期では、素
材-部品提供における総合力を高め、多くの企業のバリューチェーン上で、なくてはならない存在として製造業の中核企業を目指す。

短
期

部品製造採掘 強化
成型 部品設計

販売 リサイクル金属卸 最終製品製造

組立製品設計

戦略パートナーとの協業で顧客ニーズを的確に捉えて素材を展開する

自社内で正確なバックキャスティングサイクルを構築する

当社 ナブテスコ

部品製造採掘 強化
成型 部品設計

販売 リサイクル最終製品製造

組立製品設計
当社

部品製造採掘 強化
成型 部品設計

販売 リサイクル最終製品製造

組立製品設計
当社

中
期

⾧
期

素材強化・部品製造のレイヤーマスターとして、他社からの委託を請け負う

短
期
か
ら
長
期
に
か
け
て
対
応
可
能
領
域
を
増
や
す

【設計・強化・成型を一気通貫で行うことの強み】

素
材
の

強
化

成
型

部
品
の

設
計

最
終
製
品

機
能
要
件

これまでの製法・素材の
限界に捉われない仕様
策定が可能

構想をすぐに具現化し
高速なPDCAをしながら
より良い設計に反映

最適な強度と延性を
持つ素材を精製する
という自由度を獲得

顧
客
企
業

イノベーションが加速する
中、自社だけで賄えない
技術・スピード・精度を
当社に求めるというニーズ
を想定。

全体戦略



2021/8/14
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外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略

【短期戦略】参入市場と施策、売上目標
添付資料７短期戦略
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3つの市場に新規参入。目先のキャッシュを生み出すもの、共同開発を開始するもので収益化のタイミングが異なる。少ないリソースを活用しながら、
最終顧客ニーズを捉えられるよう川下企業との連携を目指す。外部環境に影響を受けやすいため、素材と市場の両面でポートフォリオを構築する。

ロボットアーム用減速機向けクロムモリブデン鋼の加工

ニーズ
ロボットアームの精度向上、⾧寿命化におい
て減速機の軽量コンパクト化、高剛性化、
⾧寿命化が求められている

市場
動向

素材の熱処理技術や減速機の設計技術
改善の取り組みから減速機の性能が向上
し、ロボットアームの普及に貢献している

解決で
きること

素材そのものを強化することでさらなる製品の品質向上に
貢献するとともに、軽量コンパクト化することでLCAの改善
にも貢献し、提携企業の競争優位性を高める

市場
規模

減速機の世界市場規模
930億円（2020年）

目標
売上

3年で世界市場シェア0.5％
4.4億円を目指す

自社
戦略

早期に研究開発へ着手
し、製品化を促進する
ナブテスコ社と素材の共同
開発を行い、製品への導入
を進める

パワーショベル用減速機向けクロムモリブデン鋼 の加工

市場
規模

減速機が組み込まれている走行ユニットの
世界市場規模 650億円（2020年）

目標
売上

3年で世界市場シェア1.1％
6.9億円を目指す

自社
戦略

商用車用ウェッジブレーチャンバー向けアルミニウムの加工

市場
規模

大型トラック向けウェッジブレーキチャンバー
国内市場規模 93億円（2019年）

目標
売上

3年で国内市場シェア0.1％
780万円を目指す

自社
戦略

ブレーキチャンバーは高いエア圧力が加わるため強度
が求められるとともに、軽量化が求められている
減速機で培った信頼性を生かしナブテスコ社の製品
へ横展開させ、⾧寿命化を実現させる

競合の
動き

世界市場シェア
15％を誇るハー
モニックドライブ
社は、省部品化
と「ノンバックラッ
シ」技術で軽量
コンパクト化と高
精度化を実現さ
せている

提携を目指すナブテスコ社がロボットアーム向け
に製造している精密減速機をパワーショベル用に
も応用しているため、横展開を狙い、軽量コンパ
クト化することで車両の省燃費化に貢献する

ドローン＆アウトドア製品向けチタン・チタン合金の加工

市場
規模

ドローンの世界市場規模 1.6兆円（2020年）
アウトドアの世界市場規模 1.5兆円（2020年）

目標
売上

合わせて
4,400万円を目指す

目標
売上

すでに取引のある企業との
関係を継続し、他の素材の
提供ができる準備も進める

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略 添付資料８短期戦略

【当社内の体制】
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【短期戦略】組織体制およびパートナー戦略

短期戦略では、ナブテスコ社とロボットアームの減速機用素材を共同開発・生産提携することで、コストを最小限に抑えつつ減
速機市場に迅速に参入し、ナブテスコ社の取り扱う製品の中でポートフォリオを広げていくことで効率的な収益化を目指します。

他にはない強度・靭性を持つ金属
を作る調和組織構造技術を持つ

金属の焼結・成形・部品生産能力と
各市場でトップシェアの販路を持つ

ロボットアームメーカー

パワーショベルメーカー

トラックメーカー

金属調達先

【なぜナブテスコか?】
・ロボットアームの中で最も強度と靭性の両立が求められる
関節部において基幹となる減速機の世界シェアを60％占拠。
・製品化に必要な金属焼結・成形段階から生産能力を持つ。
・このパートナーシップの中だけでパワーショベルの減速機や
トラックのウェッジチャンバー等への横展開が見込める。

【提携内容の詳細】
・提携形態:共同開発
・提携内容:産業用ロボットアームとパワーショベルの減速機、
トラックのウェッジチェンバーに最適化した調和組織構造の強
化金属素材を共同開発。
・ナブテスコへの提供価値:共同開発素材の専売権、減速機・
ウェッジチェンバー市場では中期以降もナブテスコにのみ販売予定。
・条件:素材開発費用1500万円の出資
※この契約が成立しなかった場合には同じロボットアームの減速機
市場でハーモニック・ドライブ・システムズなどの企業に提案予定。

共同開発

CEO

CTO

CFO

ナブ

新規
開拓

⾧谷川

田中

:正社員
:社外顧問

品質管理

資金調達

営業

5名

R＆D

✔ナブテスコとの協業で必要最低限の機能にリソース集中
✔中⾧期に向けた研究開発と最終市場の開拓も並行して進める
✔専門知識が求められる一方で常勤の必要がない品質管理と資金
調達は社外顧問を雇う

既存
2名

1名

調達

Ti・Ti合金

NiCrMo鋼

Al・Al合金

加工製造

CQO

※2023年7月末時点

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略

9

【短期戦略】事業展開詳細
添付資料９

パートナー企業との戦略的提携を視野に早急な研究開発を進めると共に、製造拠点となる工場の建設にも着手する。提携先企業の資産を活
用させてもらいながら研究を開発を行い、素材と製品それぞれのポートフォリを広げていく。

時系列 大項目 詳細 自社/提携先

2021/8 提携企業交渉開始 ロボットアーム市場で用いられる減速機への参入を目的に、
当該市場で高いシェアを誇る企業へ共同開発の交渉を開始

ナブテスコ社
ハーモニックドライブ社

2021/9 クロムモリブデン鋼の
研究開始

減速機に用いられている素材を調和組織構造化させるため、交渉成立に先立ち自社内で研究開発
を開始

自社

2021/9 製造工場建設準備 製造拠点となる工場の建設に先立ち、東大阪市への申請や建設会社の選定を開始 自社

2022/2 契約締結完了 ナブテスコ社との契約を締結させ、共同開発への準備を
進める

ナブテスコ社

2022/2 製造工場建設開始 製造工場の建設を着工させる 自社

2022/6 共同開発開始 自社で開発を進めていたクロムモリブデン鋼をロボットアーム向け、パワーショベル向け両方の減速機へ
の適応させるべく共同開発を開始
ナブテスコ社の有する3Dプリンターで迅速なプロトタイプの作成など共同開発の短縮化が見込まれる

ナブテスコ社
自社

2022/9 共同開発完了 減速機向け共同開発完了
製造工場が完了する2023年春に向け販売準備を進める

ナブテスコ社
自社

2022/10 アルミニウムの研究開始 商用車用ウェッジブレーキチャンバーに用いられる素材の研究開発を開始する 自社

2023/2 製造工場完成
試運転開始

工場が完成してお披露目会を行う
製造開始に先立ち試運転を行いオペレーションの確認をする

ステークホルダー各位
自社

2023/4 減速機向けクロムモリブデン
鋼の販売開始

ついにこの日が来ました! ナブテスコ社
自社

2023/10 アルミニウムの研究完了 アルミニウムの調和組織化が完成し、ナブテスコ社とプロトタイプの作成を開始する ナブテスコ社
自社

2023/12 ウェッジブレーキチャンバー向
けアルミニウムの販売開始

強化アルミニウムを用いたウェッジブレーキチャンバーの販売に先立ち強化アルミニウムの販売開始 自社

2024/1 強化アルミニウムの提案 ドローン＆アウトドア向けの企業に向けて、強度よりも軽量が求められる箇所において強化アルミニウム
の提案を開始

さいたま市
東大阪市の企業

短期戦略 外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略 添付資料１０短期戦略
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2021年 2022年 2023年 2024年

テーマ 月／準備事項 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

体制

営業採用
R＆D採用
加工採用
CFO設置
CQO/品証設置
調達採用

設備投資
自社工場
粉末強化機械
3Dプリンター

1名

中期に向けた準備 ⾧期に向けた準備

〈量産体制の整備〉
✓粉末強化処理プロセスの革新で量産体制を整備
〈金型不要の次世代量産体制の整備〉
✓3Dプリンターによる焼結・成型の代替

〈調和組織構造適用範囲の拡大〉
✓接合しにくい金属と非金属の接合技術(素材および積層技術に
おけるマルチマテリアル化)の獲得

短期戦略では、足元の収益を構築する活動の他、将来的なミッションを実現させていくための研究開発を遅滞なく実施する。
調和組織構造の技術を核として、それをさらに活用し・社会に価値を還元させていくことを重視して研究方針を策定。

各技術を自在に操ることのできる高度技能人材の育成

5名
1名 4名 4名

1名 6名
社外顧問
社外顧問＋２名
1名

3Dプリンター工場
粉末強化機4台購入

3Dプリンター3台購入

【短期戦略】中⾧期戦略に向けた準備

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略
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【短期戦略】月次→5年間の収益推移
添付資料１１短期戦略

既存事業 ロボット向け
減速機

ショベル向け
減速機

ブレーキ
チャンバー 原材料費 その他費用 営業利益

2023年度は売上高13.3億円、営業利益4.2億円、営業利益率31.5%を目標とする

0.4

4.4

6.9

0.08

-8.6

-0.5

4.2

営業利益率
31.5％ (億円)

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略 添付資料１２中期戦略
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【中期戦略】注力市場と施策、売上目標

市場
動向

製造業を中心として3Dプリンターの導入が進んでいる
その背景としては、省原料化により60％の軽量化ができたり、
金型を不要とするため短時間で製造できることが挙げられる

金型市場へ部品メーカー として参入

課題
金型での製造と比較すると、耐久性の面で劣っていたり大量
生産に向かないため導入が部分的である
また、サイズの大きい製品では製造費が割高となってしまう

調和組織構造× 3Dプリンター で解決できる課題

調和組織構造 ヒアリング・設計 部品製造

3Dプリンターでの製造は耐久性に劣るとされて
いたが、強化素材を用いることでこの課題を克
服する
また、短期戦略から培ってきた様々な素材へ調
和組織構造を適用してきた実績から、製品の
特性に合わせた最適な素材の選定・強度の調
整を行うことができ、取引先企業の競争優位
性に貢献する

3Dプリンターで大量生産できる技術を開発し、
これまで大量生産に向かないとされていた常識
を覆し部品メーカーとして参入する
金型市場へ参入することで、あらゆる製品の金
型データを収集し製品製造ノウハウを蓄積する
ことができ、将来的に素材・部品のレイヤーマス
ターとなる足掛かりとする
従来と比較し、製造できる製品の幅が広がる

市場
規模 1,382億円 ※2024年時点

目標
売上

競合の
動き

■ソディック（日）
NC技術と剛性の高い素材の活用で製造
時における高精度化を実現してきている
今後は高い精度を活かして超精密分野で
事業拡大を狙う

■Markforged（米）
プリンターの開発から行い、プリンターで扱え
る素材のラインナップを拡張することで、
様々な製品への転用を進めている

中期戦略では素材提供に特化したナブテスコとの取り組みを維持しつつ、自社で川下産業に参入する道筋を確保する。従来の
金属冶金ではなく、3Dプリンターによる成型を採用し、⾧期戦略での展開に繋げる。市場は金属粉末との相性の良さを鑑み、金
属・工具業界へと参入、顧客の金型・工具使用時データを収集し、開発への転用と顧客へ提供価値増加のサイクルを創出す
る。

短期で着手しているロボットアーム等の既存領域については、CAGR4～17%で成⾧し、中期時点での事業のベースとなっている。

5.5億円 ※2027年時点
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添付資料１３中期戦略
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【中期戦略】組織体制およびパートナー(ステークホルダー)戦略

CEO

CFO

⾧谷川

資金調達

1名

人事

財務
1名

1名

法務 R＆D

8⇨15
名

調達

2名

生産
技術

2名

粉末
加工

6⇨20
名

設計

2名

部品
製造

6⇨20
名

CQO
品質保証

1⇨5
名

物流

1⇨5
名

営業

5⇨10
名

保守

2名

カスタマー
サービス

2名

上場に備えた社内体制

3Dプリンターに関するコンサル受講 専門集団を育てる社内研修

上場を見据えた社内体制の完備を進める一方で、3Dプリンターを用いた製造の迅速な立ち上がりを目指し外部コン
サルの活用を進める。社内においては“専門集団”としての価値を提供すべく、現場教育に注力する。

人事・財務・法務などのバックオフィスを含め、企業としての必要機能に人材を完備。CFO、CQOも正式雇用する。2024～
2026年度にかけて重要機能の人員を増員する。品質保証・カスタマーサービス・保守体制も確立することで顧客満足度を
維持する。

3Dプリンターを用いた部品製造を迅速かつスムーズに進める
ため、3D総研から3Dプリンターを用いた製造について
アドバイザリーサービスを受ける。

素材技術と生産技術の専門集団としての価値提供に向け、
R＆D、粉末加工、品質保証、部品製造の部門では現場
教育に注力する。

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略
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【中期戦略】事業ポートフォリオと5年後の年間売上予測
添付資料１４

ロボットアーム
減速機

パワーショベル
走行ユニット減速機

チタン

短期戦略
(8.4億円/ 年)

トラック
ウェッジブレーキ
チャンパー

金型工具

既存取引
(ドローン・アウトドア)

チタン合金 ｸﾛﾑ
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ鋼 アルミ アルミ合金 鉄 アルミCFRP等

自動車・航空

短期戦略において、原料の価格変動や川下市場の業況変化への事業耐性を意識ながら、ナブテスコとの協業で調和組織構
造の採用領域を一気呵成に拡大した。中期戦略では、短期戦略で築いた素材・市場のポートフォリオをベースに、強化素材の
量産を可能にすると同時に、獲得した素材を元に既存販路の深耕や新規販路の開拓することで売上を拡大する。さらに、3D
プリンターによる成型技術を獲得し、金型工具等の部品製造にも進出、⾧期戦略に向けた足掛かりとする。

短期戦略
(7.4億円/年)

調和組織構造により強化する原料

短期戦略
(0.8億円/年)

中期戦略
(2.1億円/年)

⾧期戦略に
向けR&D

素
材
提
供
か
ら
部
品
製
造
へ

5年後の収益想定 売上19億円 粗利7.1億円

短期戦略
(0.1億円/ 年)

短期戦略以後横展開する領域 中期戦略以後横展開する領域 ⾧期戦略以後横展開する領域

※横展開営業により、さらなる拡大余地あり

中期戦略

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略
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【⾧期戦略】10年後に発揮できる価値
添付資料１５

日本の製造業が直面すする課題

■顧客ニーズの変化・多様さが一層加速
→タイムリーかつ柔軟に顧客ニーズに応えるべくウォーターフォール型
開発からアジャイル開発へ転換が必須となる

→DXを含み、素材から部品まで、新たな価値提供が常に模索される

■人口減少社会における人手不足
→一人当たりの生産性向上と他社との協業重視の傾向が加速

■2030年環境目標も踏まえ、環境意識の更なる高まり
→脱炭素、省資源、リサイクル等への強力な対応が必須

変革における難所

■VC全体生産体制は簡単に変えられない
→規模が大きくなればなるほど、生産体制の変革が与える影響は大きく
複雑で、求められる変化のスピードに対応できない

■先端技術のキャッチアップが困難
→素材から製法に至るまで高速で進化する技術を現業と並行して収集・
判断することが困難

■素材の高機能化と環境負荷軽減がトレードオフとなってしまう
→CERPなどの現行材料で、省エネ化・⾧寿命化できるがリサイクルが困難

■推進する人材の不在
→広範なVCの課題を網羅し・社内外を統合する高度人材が自社に不在

Harmonic Powerの提供価値

素材技術の専門集団

製品性能からのバックキャストで素材に
求める機能を定義、自由自在に調和
組織構造を作成し、高機能素材を求
める顧客に応えられる世界一の集団と
なる。特に、

マルチマテリアル化・量産化を可能とし
た3Dプリンター技術を有すると共に、
生産効率や保守運用、省資源まで
見越した部品設計を可能とする製造
プロデュース人材を擁する世界一の集
団となる。

生産技術の専門集団

VC変革の中核を担う、次世代製造業企業に不可欠な戦略パートナーへ

原
料
メ
ー
カ
ー

組
立
・
最
終
製
品

メ
ー
カ
ー

最
終
顧
客

専門特化した人材を抱え、企画設計から製造・高機能素材の調達まで一気通貫で
請け負えることが製造業のゲームチェンジャーとなりうる唯一無二の競争優位の源泉に。

当社が蓄積する「高機能素材技術」と「3Dプリンターによる量産技術」の知見を統合し、日本の製造業の未来を拓く変革の旗手となる

実現可能となる取り組み

▼可能となる取り組み
・高速モックアップの制作
・自由な造形による部品製造
・少量多品種から大量生産まで
柔軟な製造体制
・実用を見越した素材・設計に
よる短期間・省工数での修理、
保守の実現
・リサイクル可能な素材での製造

従来の金属粉末技術では不可能
だった大型部品の開発も可能とな
るため、自動車・航空産業を含む、
様々な市場への展開が期待でき
る。2030年売上高100億円 営業利益18億円 当期純利益12.5億円の企業へ

⾧期戦略 外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略

【資産計画】戦略実行のために獲得すべき資産
添付資料１６全体戦略

2021年にナブテスコ社より1500万円、2022年にベンチャーキャピタルおよび銀行借入により2億円の資金調達を想定。
本社機能や工場などの拡張計画を踏まえ、総資産は下記の通り推移すると見込んでいる。

2022/7

・調和組織構造の製造に
関する特許
・本社(東大阪市、15名程度)は
保有せず賃貸で手配
・粉末強化機材を12台保有
・大阪府の大阪府企業立地促進
補助金を活用して資金調達
・ベンチャーキャピタルより2億円を
調達

2024/7

・2023年2月に自社工場(東大阪
市)設立
・3Dプリンターを14台保有

主な獲得資産および資産関連事項

2027/7

・2025年に本社移転(梅田、
100名程度)は保有せず賃貸
※R&D機能は工場と近い東大
阪に残る

・粉末強化機材を19台保有
・3Dプリンターを5台保有

2030/7

・粉末強化機材を14台保有
・3Dプリンターを12台保有

2022/7 2024/7 2027/7 2030/7

外部環境 全体戦略 短期戦略 中期戦略 ⾧期戦略 添付資料１７
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【計数計画】売上推移
添付資料１７全体戦略

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

既存取引 素材メーカー 部品メーカー レイヤーメーカー

グロース
市場への
上場

短期 中期 ⾧期

調和組織構造の素材売上をベースとして
部品メーカーとして顧客ニーズに関する知見
を溜め、素材と部品を一気通貫で製造する
案件の嵩を右肩上がりに増やしていく。

（単位:億円）

403328242017141340.3
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【計数計画】キャッシュフロー予測
添付資料１８全体戦略



エントリーNo.081
損益計算書

（単位：千円）

2021年8月期 2021年9月期 2021年10月期 2021年11月期 2021年12月期 2022年1月期 2022年2月期 2022年3月期 2022年4月期 2022年5月期 2022年6月期 2022年7月期

売上高 3,542 3,604 3,667 3,733 3,801 3,870 3,942 4,016 4,093 4,172 4,253 4,336
　売上原価 3,194 3,234 3,275 3,318 3,362 3,407 3,454 3,502 3,552 3,603 3,656 3,710
売上総利益 348 370 392 415 438 463 488 514 541 568 597 626
　販売費及び一般管理費 423 423 423 423 423 423 1,023 1,023 1,023 1,023 1,023 1,023
営業利益 -75 -54 -32 -9 15 39 -535 -510 -483 -455 -427 -398
　営業外収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　（うち、受取利息） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　営業外費用 11 11 11 11 11 11 11 178 178 178 178 178
　（うち、支払利息） 11 11 11 11 11 11 11 178 178 178 178 178
経常利益 -86 -65 -43 -20 4 28 -546 -687 -660 -633 -604 -575
　特別利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　特別損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
税引前利益 -86 -65 -43 -20 4 28 -546 -687 -660 -633 -604 -575
　法人税等 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 0
当期純利益 -86 -65 -43 -20 3 20 -546 -687 -660 -633 -604 -575

30%
（参考）減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（参考）研究開発費 293 293 293 293 293 293 293 293 293 293 293 293

貸借対照表 （単位：081円）
2021年8月期 2021年9月期 2021年10月期 2021年11月期 2021年12月期 2022年1月期 2022年2月期 2022年3月期 2022年4月期 2022年5月期 2022年6月期 2022年7月期

　現預金 10,532 10,445 10,409 10,367 10,378 10,397 9,791 9,146 8,460 7,834 7,203 6,635
　売上債権 557 585 576 606 598 608 686 631 665 656 691 682
　棚卸資産 336 353 348 366 361 367 414 381 401 396 417 412
　その他流動資産 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
　有形固定資産 6,326 6,252 6,178 6,104 6,030 5,956 205,881 205,807 205,733 205,659 205,585 205,511
　無形固定資産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資産合計 17,851 17,736 17,612 17,543 17,465 17,429 216,873 216,066 215,360 214,645 213,996 213,339
　仕入債務 467 491 483 508 501 510 575 529 557 550 579 571
　その他流動負債 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560
　リース債務 6,211 6,137 6,063 5,989 5,915 5,841 5,766 5,692 5,618 5,544 5,470 5,396
　短期借入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　長期借入金 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000
負債合計 19,238 19,187 19,106 19,057 18,975 18,910 218,901 218,781 218,735 218,654 218,609 218,527
　資本金 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000
　利益剰余金 -10,385 -10,450 -10,493 -10,513 -10,509 -10,481 -11,027 -11,714 -12,375 -13,008 -13,612 -14,187
純資産合計 -1,385 -1,450 -1,493 -1,513 -1,509 -1,481 -2,027 -2,714 -3,375 -4,008 -4,612 -5,187
負債・純資産合計 17,852 17,737 17,613 17,544 17,466 17,430 216,874 216,067 215,361 214,646 213,997 213,340

月次データ
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エントリーNo.081
キャッシュフロー計算書

（単位：千円）

2021年8月期 2021年9月期 2021年10月期 2021年11月期 2021年12月期 2022年1月期 2022年2月期 2022年3月期 2022年4月期 2022年5月期 2022年6月期 2022年7月期

期初現金残高 8,423 10,532 10,445 10,409 10,367 10,378 10,397 9,791 9,146 8,460 7,834 7,203
営業キャッシュフロー 2,109 -87 -36 -43 11 20 -606 -645 -686 -626 -631 -568
　税引後当期純利益 -86 -65 -43 -20 4 28 -546 -687 -660 -633 -604 -575
　減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　運転資本の対前期比較 2,196 -22 7 -23 7 -8 -60 42 -26 7 -27 7
　その他の項目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
投資キャッシュフロー 0 0 0 0 0 0 -200,000 0 0 0 0 0
　固定資産等の取得による支出 0 0 0 0 0 0 -200,000 0 0 0 0 0
　その他の項目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
財務キャッシュフロー 0 0 0 0 0 0 200,000 0 0 0 0 0
　株式発行による調達 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　借入金による調達 0 0 0 0 0 0 200,000 0 0 0 0 0
　借入金返済による支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　その他の項目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
期末現金残高 10,532 10,445 10,409 10,367 10,378 10,397 9,791 9,146 8,460 7,834 7,203 6,635

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
損益計算書　売上高比

2021年8月期 2021年9月期 2021年10月期 2021年11月期 2021年12月期 2022年1月期 2022年2月期 2022年3月期 2022年4月期 2022年5月期 2022年6月期 2022年7月期

売上高 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
　売上原価 90.2% 89.7% 89.3% 88.9% 88.5% 88.0% 87.6% 87.2% 86.8% 86.4% 86.0% 85.6%
売上総利益 9.8% 10.3% 10.7% 11.1% 11.5% 12.0% 12.4% 12.8% 13.2% 13.6% 14.0% 14.4%
　販売費及び一般管理費 12.0% 11.7% 11.5% 11.3% 11.1% 10.9% 26.0% 25.5% 25.0% 24.5% 24.1% 23.6%
営業利益 -2.1% -1.5% -0.9% -0.2% 0.4% 1.0% -13.6% -12.7% -11.8% -10.9% -10.0% -9.2%
　営業外収益 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
　（うち、受取利息） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
　営業外費用 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 4.4% 4.3% 4.3% 4.2% 4.1%
　（うち、支払利息） 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 0.3% 4.4% 4.3% 4.3% 4.2% 4.1%
経常利益 -2.4% -1.8% -1.2% -0.5% 0.1% 0.7% -13.9% -17.1% -16.1% -15.2% -14.2% -13.3%
　特別利益 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
　特別損失 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
税引前利益 -2.4% -1.8% -1.2% -0.5% 0.1% 0.7% -13.9% -17.1% -16.1% -15.2% -14.2% -13.3%
　税金等 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
当期純利益 -2.4% -1.8% -1.2% -0.5% 0.1% 0.5% -13.9% -17.1% -16.1% -15.2% -14.2% -13.3%

月次データ
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損益計算書

2021年8月期
売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　（うち、受取利息）
　営業外費用
　（うち、支払利息）
経常利益
　特別利益
　特別損失
税引前利益
　法人税等
当期純利益

30%
（参考）減価償却費
（参考）研究開発費

貸借対照表
2021年8月期

　現預金
　売上債権
　棚卸資産
　その他流動資産
　有形固定資産
　無形固定資産
資産合計
　仕入債務
　その他流動負債
　リース債務
　短期借入金
　長期借入金
負債合計
　資本金
　利益剰余金
純資産合計
負債・純資産合計

エントリーNo.081

（単位：千円）

2022年8月期 2022年9月期 2022年10月期 2022年11月期 2022年12月期 2023年1月期 2023年2月期 2023年3月期 2023年4月期 2023年5月期 2023年6月期 2023年7月期

3,892 3,964 4,039 4,116 4,196 4,277 4,362 4,449 101,996 102,088 102,184 102,281
3,422 3,469 3,517 3,567 3,619 3,672 3,727 3,784 67,189 67,249 67,311 67,375
470 496 522 549 577 605 635 665 34,807 34,839 34,872 34,907

7,673 7,673 8,673 8,673 8,673 8,673 11,054 14,210 14,207 14,204 14,202 14,199
-7,203 -7,178 -8,152 -8,125 -8,097 -8,068 -10,420 -13,545 20,599 20,634 20,671 20,708

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

178 178 178 178 178 178 178 178 178 178 178 178
178 178 178 178 178 178 178 178 178 178 178 178

-7,381 -7,355 -8,329 -8,302 -8,274 -8,246 -10,597 -13,722 20,422 20,457 20,493 20,530
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-7,381 -7,355 -8,329 -8,302 -8,274 -8,246 -10,597 -13,722 20,422 20,457 20,493 20,530
0 0 0 0 0 0 0 0 6,127 6,137 6,148 6,159

-7,381 -7,355 -8,329 -8,302 -8,274 -8,246 -10,597 -13,722 14,295 14,320 14,345 14,371

0 0 0 0 0 0 2,381 2,381 2,381 2,381 2,381 2,381
293 293 293 293 293 293 293 293 293 293 293 293

（単位：081円）
2022年8月期 2022年9月期 2022年10月期 2022年11月期 2022年12月期 2023年1月期 2023年2月期 2023年3月期 2023年4月期 2023年5月期 2023年6月期 2023年7月期

199,307 191,927 183,605 175,277 167,009 158,754 150,471 139,175 149,826 173,061 195,514 212,157
612 644 635 669 660 672 759 699 16,569 16,049 16,600 16,079
369 389 383 404 398 406 458 422 10,002 9,688 10,021 9,707
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

205,437 205,363 205,289 205,215 205,141 205,067 202,612 200,157 197,702 195,247 192,792 190,337
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

405,826 398,423 390,012 381,664 373,308 364,999 354,400 340,554 374,199 394,146 415,026 428,379
513 540 532 560 553 563 636 586 13,883 13,448 13,909 13,473
560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560 560

5,322 5,248 5,174 5,100 5,026 4,952 4,878 4,804 4,729 4,655 4,581 4,507
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 212,000 205,333
218,395 218,348 218,266 218,220 218,138 218,075 218,074 217,950 231,173 230,663 231,050 223,874
209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000 209,000
-21,568 -28,923 -37,253 -45,555 -53,830 -62,075 -72,673 -86,395 -65,973 -45,516 -25,023 -4,493
187,432 180,077 171,747 163,445 155,170 146,925 136,327 122,605 143,027 163,484 183,977 204,507
405,827 398,424 390,013 381,665 373,309 365,000 354,401 340,555 374,200 394,147 415,027 428,380

月次データ
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キャッシュフロー計算書

2021年8月期
期初現金残高
営業キャッシュフロー
　税引後当期純利益
　減価償却費
　運転資本の対前期比較
　その他の項目
投資キャッシュフロー
　固定資産等の取得による支出
　その他の項目
財務キャッシュフロー
　株式発行による調達
　借入金による調達
　借入金返済による支出
　その他の項目
期末現金残高

損益計算書　売上高比

2021年8月期
売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　（うち、受取利息）
　営業外費用
　（うち、支払利息）
経常利益
　特別利益
　特別損失
税引前利益
　税金等
当期純利益

エントリーNo.081

（単位：千円）

2022年8月期 2022年9月期 2022年10月期 2022年11月期 2022年12月期 2023年1月期 2023年2月期 2023年3月期 2023年4月期 2023年5月期 2023年6月期 2023年7月期

6,635 199,307 191,927 183,605 175,277 167,009 158,754 150,471 139,175 149,826 173,061 195,514
-7,327 -7,380 -8,322 -8,328 -8,267 -8,256 -8,283 -11,296 10,650 23,236 22,452 23,309
-7,381 -7,355 -8,329 -8,302 -8,274 -8,246 -10,597 -13,722 20,422 20,457 20,493 20,530

0 0 0 0 0 0 2,381 2,381 2,381 2,381 2,381 2,381
53 -25 7 -26 7 -10 -66 46 -12,153 398 -422 398
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

200,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -6,667
200,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -6,667
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

199,307 191,927 183,605 175,277 167,009 158,754 150,471 139,175 149,826 173,061 195,514 212,157
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2022年8月期 2022年9月期 2022年10月期 2022年11月期 2022年12月期 2023年1月期 2023年2月期 2023年3月期 2023年4月期 2023年5月期 2023年6月期 2023年7月期

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
87.9% 87.5% 87.1% 86.7% 86.3% 85.9% 85.4% 85.0% 65.9% 65.9% 65.9% 65.9%
12.1% 12.5% 12.9% 13.3% 13.7% 14.1% 14.6% 15.0% 34.1% 34.1% 34.1% 34.1%
197.2% 193.6% 214.8% 210.7% 206.7% 202.8% 253.4% 319.4% 13.9% 13.9% 13.9% 13.9%
-185.1% -181.1% -201.9% -197.4% -193.0% -188.6% -238.9% -304.5% 20.2% 20.2% 20.2% 20.2%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
4.6% 4.5% 4.4% 4.3% 4.2% 4.2% 4.1% 4.0% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%
4.6% 4.5% 4.4% 4.3% 4.2% 4.2% 4.1% 4.0% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2%

-189.6% -185.5% -206.2% -201.7% -197.2% -192.8% -242.9% -308.4% 20.0% 20.0% 20.1% 20.1%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

-189.6% -185.5% -206.2% -201.7% -197.2% -192.8% -242.9% -308.4% 20.0% 20.0% 20.1% 20.1%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0%

-189.6% -185.5% -206.2% -201.7% -197.2% -192.8% -242.9% -308.4% 14.0% 14.0% 14.0% 14.1%

月次データ
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損益計算書

2021年8月期
売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　（うち、受取利息）
　営業外費用
　（うち、支払利息）
経常利益
　特別利益
　特別損失
税引前利益
　法人税等
当期純利益

30%
（参考）減価償却費
（参考）研究開発費

貸借対照表
2021年8月期

　現預金
　売上債権
　棚卸資産
　その他流動資産
　有形固定資産
　無形固定資産
資産合計
　仕入債務
　その他流動負債
　リース債務
　短期借入金
　長期借入金
負債合計
　資本金
　利益剰余金
純資産合計
負債・純資産合計

エントリーNo.081

（単位：千円）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度
47,030 441,843 1,325,204 1,559,039 1,901,391 2,343,617 5,292,661 6,548,926 8,055,040 10,000,000
41,272 297,901 872,085 987,430 1,181,596 1,443,437 2,833,630 3,437,609 4,197,970 5,207,970
5,758 143,943 453,119 571,609 719,795 900,180 2,459,031 3,111,316 3,857,070 4,792,030
8,681 132,117 35,352 539,752 779,324 1,053,124 2,594,964 2,868,109 2,932,696 2,992,727
-2,923 11,826 417,767 31,857 -59,529 -152,944 -135,933 243,207 924,374 1,799,303

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

965 2,132 1,944 11,811 15,011 14,078 13,144 12,211 11,267 10,333
965 2,132 1,944 11,811 15,011 14,078 13,144 12,211 11,267 10,333

-3,888 9,694 415,822 20,046 -74,540 -167,022 -149,077 230,996 913,107 1,788,970
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-3,888 9,694 415,822 20,046 -74,540 -167,022 -149,077 230,996 913,107 1,788,970
0 2,908 124,747 6,014 0 0 0 69,299 273,932 536,691

-3,888 6,786 291,076 14,032 -74,540 -167,022 -149,077 161,697 639,175 1,252,279

0 14,286 28,571 128,571 157,143 157,143 1,247,183 1,247,183 1,238,612 1,267,183
3,521 3,521 3,521 3,521 3,521 3,521 3,521 3,521 3,521 3,521

（単位：081円）
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

6,635 212,157 492,935 532,862 480,127 323,442 965,597 1,996,307 3,669,901 6,397,436
682 16,079 212,329 249,795 304,647 374,476 848,008 1,049,291 1,290,606 1,597,856
412 9,707 128,179 150,796 183,909 226,064 511,926 633,436 779,113 964,594
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

205,511 190,337 1,161,691 1,433,046 1,275,829 12,019,013 10,771,756 9,724,499 8,685,813 7,418,556
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

213,339 428,379 1,995,233 2,366,598 2,244,612 12,943,095 13,097,387 13,403,633 14,425,533 16,378,543
571 13,473 177,912 209,305 255,267 313,777 710,554 879,210 1,081,410 1,338,858
560 560 560 560 560 560 560 560 560 560

5,396 4,507 4,433 4,359 4,285 4,211 4,137 4,063 3,989 3,915
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

212,000 205,333 1,192,000 1,512,000 1,418,667 1,325,333 1,232,000 1,138,667 1,045,333 952,000
218,527 223,874 1,374,905 1,726,224 1,678,778 1,643,881 1,947,250 2,022,500 2,131,292 2,295,333
9,000 209,000 209,000 209,000 209,000 11,109,401 11,109,401 11,109,401 11,109,401 11,109,401

-14,187 -4,493 411,329 431,375 356,835 189,813 40,736 271,733 1,184,840 2,973,809
-5,187 204,507 620,329 640,375 565,835 11,299,215 11,150,138 11,381,134 12,294,241 14,083,211
213,340 428,380 1,995,234 2,366,599 2,244,613 12,943,096 13,097,388 13,403,634 14,425,534 16,378,544

年度データ（7月決算）
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キャッシュフロー計算書

2021年8月期
期初現金残高
営業キャッシュフロー
　税引後当期純利益
　減価償却費
　運転資本の対前期比較
　その他の項目
投資キャッシュフロー
　固定資産等の取得による支出
　その他の項目
財務キャッシュフロー
　株式発行による調達
　借入金による調達
　借入金返済による支出
　その他の項目
期末現金残高

損益計算書　売上高比

2021年8月期
売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　（うち、受取利息）
　営業外費用
　（うち、支払利息）
経常利益
　特別利益
　特別損失
税引前利益
　税金等
当期純利益

エントリーNo.081

（単位：千円）

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度
8,423 6,635 212,157 492,935 532,862 480,127 323,442 965,597 1,996,307 3,669,901
-1,788 12,189 294,112 119,927 40,598 -63,352 735,489 1,324,043 1,966,927 2,820,869
-3,888 9,694 415,822 20,046 -74,540 -167,022 -149,077 230,996 913,107 1,788,970

0 14,286 28,571 128,571 157,143 157,143 1,247,183 1,247,183 1,238,612 1,267,183
2,100 -11,791 -150,282 -28,690 -42,005 -53,473 -362,617 -154,137 -184,792 -235,284

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
-200,000 0 -1,000,000 -200,000 0 -10,900,401 0 -200,000 -200,000 0
-200,000 0 -1,000,000 -200,000 0 -10,900,401 0 -200,000 -200,000 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
200,000 193,333 986,667 120,000 -93,333 10,807,068 -93,333 -93,333 -93,333 -93,333

0 200,000 0 0 0 10,900,401 0 0 0 0
200,000 0 1,000,000 200,000 0 0 0 0 0 0

0 -6,667 -13,333 -80,000 -93,333 -93,333 -93,333 -93,333 -93,333 -93,333
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,635 212,157 492,935 532,862 480,127 323,442 965,597 1,996,307 3,669,901 6,397,436
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
87.8% 67.4% 65.8% 63.3% 62.1% 61.6% 53.5% 52.5% 52.1% 52.1%
12.2% 32.6% 34.2% 36.7% 37.9% 38.4% 46.5% 47.5% 47.9% 47.9%
18.5% 29.9% 2.7% 34.6% 41.0% 44.9% 49.0% 43.8% 36.4% 29.9%
-6.2% 2.7% 31.5% 2.0% -3.1% -6.5% -2.6% 3.7% 11.5% 18.0%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
2.1% 0.5% 0.1% 0.8% 0.8% 0.6% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1%
2.1% 0.5% 0.1% 0.8% 0.8% 0.6% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1%
-8.3% 2.2% 31.4% 1.3% -3.9% -7.1% -2.8% 3.5% 11.3% 17.9%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
-8.3% 2.2% 31.4% 1.3% -3.9% -7.1% -2.8% 3.5% 11.3% 17.9%
0.0% 0.7% 9.4% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 3.4% 5.4%
-8.3% 1.5% 22.0% 0.9% -3.9% -7.1% -2.8% 2.5% 7.9% 12.5%

年度データ（7月決算）
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エントリーNo.081 
 【出所一覧】

添付資料２ 
THE WORLD BANK『Commodity Markets』https://www.worldbank.org/en/research/commodity-markets 
(株)グローバルインフォメーション『人口関節の世界市場』https://www.gii.co.jp/report/go957483-artificial-joints.html  

(株)グローバルインフォメーション『世界の義肢・装具市場の分析と予測』https://www.gii.co.jp/report/grvi726457-prosthetics-
orthotics-market-size-share-trends.html 
インプレス総合研究所『ドローンビジネス調査報告書 2021』https://research.impress.co.jp/topics/list/drone/623 

(株)矢野経済研究所『アウトドア市場に関する調査』https://www.yano.co.jp/press-release/show/press_id/2532 

添付資料３ 
経済産業省『チタン業界の動向』https://www.meti.go.jp/policy/nonferrous_metal/strategy/titanium02.pdf 
中小企業庁『（五）粉末冶金に係る技術に関する事項』https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/download/shishin/s05.pdf 

経済産業省『非鉄金属産業戦略』https://www.meti.go.jp/policy/nonferrous_metal/strategy_top.html 
添付資料５ 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構『金属積層造形プロセス概要
https://www.nedo.go.jp/content/100888741.pdf 
(株)ハーモニック・ドライブ・システムズ『ロボットマニピュレーションを支える減速機』
https://www.jstage.jst.go.jp/article/sicejl/56/10/56_764/_article/-char/ja/ 
添付資料７ 
ナブテスコ(株)『IR ライブラリー』https://www.nabtesco.com/ir/library/ 

日立建機(株)『国内の建設機械の出荷金額』https://www.hitachicm.com/global/jp/ir/financial/market/ 
トラック NEXT『トラック販売台数』https://www.truck-next.com/salesdata/ 
MONOist(矢野経済研究所引用)『2020 年のドローン世界市場は 1.6 兆円、2025 年まで年平均 8.3%で成長』
https://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/2003/19/news062.html 
(株)グローバルインフォメーション『世界のキャンプ用品市場規模調査』https://www.gii.co.jp/report/bzc1006294-global-camping-
equipment-market-size-study-by.html 
添付資料 12 
全研本社(株)『比較して選ぶ！おすすめの業務用 3D プリンターGUIDE』https://www.recmbus-3dprint.com/host/ 

リコー(株)『生産工程改善支援』https://www.ricoh.co.jp/3dp/print_service/option/consulting/  
日経テレコン『金型』https://www.nikkei.com/telecom/industry_s/0156 

Markforged https://markforged.com/jp/digital-forge 
Sodick https://www.sodick.co.jp/ 

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構『技術戦略研究センターレ ポ ート』 
https://www.nedo.go.jp/content/100888376.pdf 
添付資料 15 
環境省『2030 年目標に向けた検討』https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/039/039_005.pdf 

添付資料 17 
大阪府『大阪府企業立地促進補助金』https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/1912/00003498/tetudukiannnai_hunai.pdf 

 

https://www.worldbank.org/en/research/commodity-markets
https://www.gii.co.jp/report/go957483-artificial-joints.html
https://www.gii.co.jp/report/grvi726457-prosthetics-orthotics-market-size-share-trends.html
https://www.gii.co.jp/report/grvi726457-prosthetics-orthotics-market-size-share-trends.html
https://research.impress.co.jp/topics/list/drone/623
https://www.yano.co.jp/press-release/show/press_id/2532
https://www.meti.go.jp/policy/nonferrous_metal/strategy/titanium02.pdf
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